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審 査 結 果 の 要 旨 
本研究は、近年青少年の間で問題となっている非自殺的自傷行為の発生メカニズムの解明を目的とした研
究であり、文献研究と2つの実証的調査研究から、自傷行為の発生原因とそのプロセスについて検討したも
のである。まず、自傷行為の現象についての実態把握や分類・分析の困難さについて、自傷の定義のあい
まいさや調査方法における倫理的問題観点から指摘し、今なお未解明の研究領域であることを指摘してい
る。その上で、「新世代の自傷」と呼ばれる非自殺的自傷者の発生原因として、青年期から成人期に向けて
の自立を妨げる親子関係を取り上げ、高校生と大学生を対象とした調査研究により、自傷傾向と親から子
ヘの不承認的態度との関連性を実証的に示している。次に、大学生を対象に親子関係尺度など6つの尺度を
用いた調査結果を基に、親からの不承認的態度という外的要因と他者の感情解読の感受性という内的要因
を自傷行為のリスクファクターとして、ネガティブな感情を媒介する推論の誤り、感情調節機能を介在さ
せたパス解析を行い、自傷傾向に影響するプロセスモデルを作成している。 
 
 問題点としては、①表題の適切性、②使用概念の一致性の問題、③パス解析によるプロセスモデルの作
成方法があげられた。表題の適切性に関しては、表題の「自傷行為」を直接検討しているわけではなく、
実証的調査を中心に「自傷傾向」を中心に論考が進められている。また、副題で用いている「リスクファ
クター」「感情情報伝達過程」という用語も、重要な概念と思われるが、本文中における出現回数は非常に
少なく、また定義・説明も十分になされていない。表題と内容の対応について，もっと精査する必要があっ
たと考える。 
 使用概念の問題としては、Linehanの「承認または認証」という概念を参考に、この研究では親から子ヘ
の「承認」という概念をリスクファクターとして取り上げているが、はたしてどれだけ共通しているのか
についても疑問が残った。 
 プロセスモデルの作成にあたっては、十分な論考に基づいたモデル作成の後にパス解析にて検証すると
いう手順がおろそかになっているように考えられた。また、プロセスモデルの中に、リスクファクターの
効果を低減させるような要因も含めて検討すべきではなかったかという意見もあった。 
 以上のように、いくつかの不十分な点はあるものの、非常に調査・研究が難しいテーマに継続的に取り
組んでいる姿勢は意義深いとともに、今後のさらなる発展的研究・実践的な応用へつながるものとして評
価できる。 
 
 論文の評価としては、審査委員4名中2名が5段階評価（A～E）のB評価、2名がC評価であり、口頭試問に
おいても、出席した3名全員が「良」評価であり、本審査委員会は一致して、本論文が博士（心理学）の学
位を授与するのに値するものと評価した。 
 
